
資料５ 

景観資産展を開催します 

１ 概要 

（１）前橋市景観資産登録制度について

 前橋市景観資産登録制度は、前橋らしい良好な景観を創り出している素晴らしい景観資

源を本市が誇るべき景観資産として登録し、市内外の方々へ広く宣伝するとともに、大切

に保存していくことを目的として、令和元年に創設された制度です。 

景観資産は次の三つの分野で条件に当てはまるものを公募し登録しています。 

①建造物等

地域の良好な景観形成に寄与し、歴史的・文化的価値を有するもの又は地域のラン

ドマークとなっているもので、道路等公共の場所から望見できるもの。 

②樹木

地域の良好な景観形成に寄与するもので、道路等公共の場所から望見できるもの。

③風景と視点場

地域固有の良好な景観形成をあらわす風景で、その風景を見渡すことができる場所（視

点場）は、道路等公共の場所であること。

（２）景観資産展「探訪！まえばしの風景」について

 令和元年の制度創設から令和５年度までの５年間で、建造物等２７件、樹木３件、風景

と視点場１８件、合計４８件の景観資産を登録しました。 

 これら登録された景観資産の写真を展示し過去５年間の制度の歩みを紹介することで、

本制度を広く市民へ周知するとともに、新たな景観資産の発掘に寄与することを目的とし

て、景観資産展「探訪！まえばしの風景」と題したパネル展を開催します。 

２ 日時・場所 

期間：令和６年９月２日（月）から９月２０日（金）の開庁時間内 

場所：前橋市役所１階市民ロビー（西側） 

３ その他 

 令和６年度の景観資産の募集期間は９月３０日（月）までとなっていますので、是非ご

応募ください。 

担 当 都市計画課 景観・歴史まちづくり係

電 話 027−898−6974（内線：3977） 



大胡城主・牧野家の菩提寺である養林寺の山門とその参道沿いに
は、大きな松のほか桜やサルスベリなど多くの花木が植えてあり、
四季折々の花が咲く。

山門は茅葺き保護のために現在は屋根がトタンで
覆われているが、その躯体には桃山文化の特徴が
みられる。

ここが
魅力！

昭和23年に建設された画家・近藤嘉男氏のアトリエ兼住居。平
成11年に戦後の建物としては全国初となる国の登録有形文化財
に登録された。

戦後の前橋市の文化・芸術の記憶を有する建造物
で、北側を流れる広瀬川とともに落ち着きのある
たたずまいを見せる。

ここが
魅力！

臨江閣南の日本庭園に植えられている。周囲よりも一段低い位
置に植えられているが樹高が高いため、3月中旬には白い花が咲
き誇る様子を南の交差点付近から見ることができる。

春になり暖かくなり出す頃、臨江閣をバックに白
い花が咲き誇る姿を見ることができ、「前橋に春
を告げる花」として親しまれている。

ここが
魅力！

群馬県庁32Fの展望ロビーを視点場とする風景。東西南北にロ
ビーを移動するだけで、前橋の市街地や上毛三山などの山々
を一度に見渡す事ができる。

これだけの高さからの風景はこの視点場ならでは
であり、ここから見る夜景もまた美しい。

ここが
魅力！

赤城山の噴火によって形成された丘陵「流れ山」の一つである
深津稲荷山を視点場とする風景。小高く視界が開けているため
に眺めが良く、赤城山全体を見ることができる。

赤城山をパノラマで見ることができるため、ここ
からの赤城山の写真が刊行物の表紙に使われたこ
ともある。

ここが
魅力！

中秋の頃、苗ヶ島町の土手や道端で見られるヒガンバナの群落。
その花が咲き乱れる風景は、この時期の赤城山麓を代表する田
園風景である。

ここが
魅力！

空の青、赤城山の緑、稲の黄、ヒガンバナの赤で
構成される風景は赤城山麓の秋の風物詩と言える。

前橋公園は花見の時期になると多くの見物客でにぎわう。前橋
城の土塁の残るさちの池の東側から公園を見渡すと、桜のほか
に利根川沿いの新緑や、遠くに榛名山を望むことができる。
ここが
魅力！

公園内の桜のほか、芽吹き始めた川沿いの木々や
霞む榛名山の姿が春の風情を漂わせる。

群馬大橋の利根川右岸側渡り口から対岸を望むと、利根川と前
橋公園や県庁が見え、そのバックに赤城山を望むことができる。

ここから見る赤城山は鍋割山を中心に据えた姿を
しており、季節や天候で違う表情を見せる。

ここが
魅力！

前橋市景観資産登録制度

令和５年度登録分
国登録有形文化財



前橋市都市計画課景観・歴史まちづくり係

過去に登録した景観資産等や新規募集など、
景観資産登録制度に関する情報については、
こちらのサイトをご覧ください。

令和５年度登録景観資産マップ
前橋市景観資産登録制度


